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Ｃ 2 あまりできていない。
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番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

　

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

将来、日本や国際社会の様々な分野で活躍し、社会の発展に貢献できる人材の育成を図る。 山梨県立甲府南高等学校長　篠原　茂樹

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

１　活用力や探究力を高める授業を展開し、確かな学力の定着を図る。

２　様々な体験を通じて、他者を思いやり、社会の絆を深める「しなやかな心」を育てる。

３　体育活動・文化活動を積極的に推進し、心身共に健全な生徒を育てる。

達
成
度

４　生徒の個性を活かし、自己の生き方・在り方を考えさせる進路指導を積極的に行う。

５　スーパーサイエンスハイスクールにおける主体的・協働的な探究活動を深め、課題解決能力を育てる。

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価 学校関係者評価

実施日　（令和４年３月１日）

自己評価結果 評価

1

活用力や探究力を高め
る授業を展開し、確かな
学力の定着を図る

目標と指導と評価の一体化を目指した授業により、生徒の思考力・判
断力・表現力を養う

授業参観
授業アンケート

・年度当初の各教科の目標に対して、指導法及び、評価を教科会議や
カリキュラム委員会で継続的に研究する中で達成に向けた検討と教科
の繋がりを図った。
・生徒の実体を掴みながら、授業展開の幅を広げる研究をする中で、
生徒の主体的で協働的な学習活動を促すための授業改善を推進し
た。
・試験の中に記述問題を出題することや、コロナ禍で工夫をしながら、
グループワークの機会を設けるなどして、生徒が言語活動を通して深
化した取り組みを行った。
・コロナ禍対応としてICT機器の活用が必須となり、すべての教科でオ
ンライン授業を実施している。

3B

生徒の主体的で協働的な学習により活用力・探究力を高める
学習の記録表
課題の状況把握

2

様々な体験を通じて、他
者を思いやり、社会の絆
を深める「しなやかな心」
を育てる

ボランティア精神の啓蒙に努め、主体的なボランティア活動を推進す
る

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ1000回運動
環境委員会活動
ｲﾝﾀｰｱｸﾄ委員会活動

・コロナ禍でボランティア活動の場が減少したが、生徒会ボランティア
担当とインターアクト委員会を中心した全校有志がモザイク画を製作
し、献血促進に貢献した。
・今年度は安全登校指導に加え自転車利用者集会，自転車教室など
で安全に自転車を利用すること，また朝の登校指導では余裕ある登校
を継続して指導した。
・道徳的内容を扱うLHRでは，HRTによる丁寧な準備の下，多様な考
えにどのように対応するか学ぶことができた。
・年間126時間のスクールカウンセリングを実施し、生徒と保護者、ま
た教職員への相談体制の充実を図った。学年保健連絡会は5回実施
し、様々な問題を抱えた生徒について、個々の事案を共有し、状況の
改善、解決を図る一助とした。

本年度の重点目標 年度末評価（２月２５日現在）

・教科会議により、授業改善や指導法および評価の研究
の場となっており、さらに活発なものとなるよう促していく。
・適正な課題や、生徒の主体的で協働的な学びの研究を
カリキュラム委員会を通して行い、教科間の繋がりを持て
るようにしていく。
・生徒一人ひとりの記述力や、言語活動をさらに高めてい
けるよう、授業の展開や定期試験の作問を研究していく。
・一人一台端末の導入等により、ICTを活用することで、よ
り深い学びとなるよう研究していく。

B

・モザイク画作成を好事例として、全校で取り組むことがで
きる活動を検討し提案していく。
・自転車利用者集会などでは動画，映像を利用しながら具
体的な利用法がイメージできる内容としていく。
・道徳的な内容を，学校活動全般で意識できるような働き
かけをしていく。
・学校での人間関係だけでなく家庭環境や親との関係で
悩む生徒が相変わらず多い。問題解決は容易ではない
が、利用者のSCに対する満足度は高いので、今後も引き
続きSCのアドバイスを受けながら保護者や担任、学年と
の連携を密にして、生徒支援につなげていく。

関係機関との連携やスクールカウンセラー（SC）の活用により、教育
相談の充実を図る

学年保健連絡会実施

・コロナ禍における分散授業、分割授業、遠隔授業、オ
ンライン授業等の対応がなされ、生徒の学びを保証の
ため工夫されている。今回の対応が、どれだけ生徒に
興味を持って受け入れられ、学力の定着が図られた
か、先生方の授業に対する考え方や評価等にそれぞ
れの立場で、少々ズレがコロナ禍による一過性のことと
捉えず、それぞれの授業方法の検証にもつなげていた
だきたい。
・スクールミッション、スクールポリシーについては教育
活動に落とし込み、南高の教育方針の周知につなげて
いただきたい。

文章を書く機会や発表する機会を設定し、言語活動の充実に努める
定期試験への記述問題
発表における総合評価

教材や資料の共有化やICTの効果的な活用を図る
授業参観
授業アンケート

3

・部活動の停止期間が断続的に続き、活動の見通しを立
てることが難しくなってきている。どのような運営ができる
か検討していく。
・学園祭や体育祭、球技大会などの学校行事は、感染症
対策に配慮しながら、生徒が達成感を味わえるよう、実施
していく。
・各部活動が適切な休養日を設定し、効率的な部活動運
営がなされるようよう校内行事の精選と並行して進めてい
く。

部活動を計画的・効果的に進め、学校の活性化と生徒の心身の健全
な育成に努める

各種大会の結果
部活動への参加率

3

体育活動・文化活動を積
極的に推進し、心身共に
健全な生徒を育てる

・今年も新型コロナの感染拡大を受けて、ボランティア
体験活動が減少したように感じる。ボランティアは「個
人の自発的な意思をもとに主体的に行う」、「行政より
も自由で創造性をもって活動すること」が求められてお
り、「必要に応じて工夫をしたり、全く新しいものを創り
出す先駆性の考えが大切」とされている。このようなコ
ロナ禍においても、ボランティアを新たな発想の基に自
発的にできるような生徒が多く出てくること期待したい。
・保健室の来室状況から、頭痛や内科その他の項目が
多く、心の不安定さが心身の変調として現れるケース
が多いとのこと。この傾向は県下の中学校、高校も同
じ状況だと思われる。生徒からのカウンセリングの要
望、教職員へのコンサルテーションも多くあることから、
SCと先生方の連携を密にしながら生徒が不登校にな
らないような事前の手立てを検討し行っていただきた
い。

通学時マナーアップ運動と連動した安全登校や挨拶・身だしなみの
指導を展開する

遅刻者数の統計調査
事故違反者数の統計調査

道徳教育を推進し、しなやかな心を持つ、人間として調和のとれた生
徒の育成に努める

ＬＨＲでの活動
各種行事等の実践事例

文化的・教養的行事等を通じて生徒の豊かな感性の育成に努める
外部参加者へのアンケート
調査

・陸上部女子総合優勝の知らせは、学校全体に大きな感動をもたらし
た。
・部活加入率は例年と同様で87.7％であったが、コロナ禍による部活
動の自粛や、教員数減に伴うよる顧問の減少生により活動の機会は
制限された。
・学園祭は外部公開をせず、保護者にはYoutube配信により見学いた
だいた。内容も生徒が創意工夫し、コロナ禍でできることをアレンジし、
充実した内容となった。
・本校伝統の歌声コンクールは本年度も中止。
・６月の体育祭は実施できたが、３月の球技大会は中止となった。
・部活動は県のガイドラインに従い、計画的に休養日を設定している。

B

体育的行事等を通じてスポーツに親しませ、体力向上に努める
新体力テストの実施
生徒アンケートの実施

活動計画書・活動実績書月2回のきずなの日を完全実施する中で、計画的に部休日を設ける

4

生徒の個性を活かし、自
己の生き方・在り方を考
えさせる進路指導を積極
的に行う

ホームルームや総合的な学習の時間を中心に、体系的プログラムに
よるキャリア教育を推進する

発表における自己評価
及び相互評価

・コロナ禍で実施方法が限られる中、課外や講演会をオンラインで実
施するなど、できる限り生徒の学習機会確保に努めた。また昨年実施
できなかった宿泊学習会・登校学習会は実施方法の工夫や日程短縮
等により実施することができた。
・職業人講話やライフプランニング力育成講座などの活動を通じて、社
会の諸問題と自己の在り方を考えることができたとアンケートで回答
する生徒の割合が前年よりも上昇している。

B 4

・新型コロナの感染拡大により、オンライン形式で実施
するなど学習の機会の確保に努めたことは評価でき
る。しかし、「主体的な活動をとおして」ということになる
と、オンライン形式ではどうしても受け身になってしまう
ので工夫が必要かと考える。
・オンラインの利用等の工夫により、進路後援会や大
学出張講座、成年年齢引き下げに関する授業、職業人
講話など多くの講演会が実施された。その中には桔梗
屋相談役の中丸眞治さんなど南高校OBが講演してく
れていることに嬉しく思いました。今後も県内、国内、国
外にいる南高OBの優れた方々を発掘し、講演していた
だきたく思います。身近な先輩方の生き方あり方を伝え
てもらうことは効果的である。

進路希望に応じた課外・模擬試験・学習会等を効果的に行う
課外の実施回数
生徒アンケートの実施

主体的な活動を通して、自己の進路と社会の諸問題を結びつけて考
えさせる

講演会や講話の実施
小論文指導

5

スーパーサイエンスハイ
スクールにおける主体
的・協働的な探究活動を
深め、課題解決能力を
育てる。

学校設定科目「フロンティア探究」を通して課題研究に全校で取り組
み、学びに向かう力をつける

研究発表会
・フロンティア探究では、感染症対策を講じながら、外部組織との連携
講座・講演会・オンラインシステムも活用した課題研究や論文作成等
により、生徒の主体的・協働的な探究活動を実施した。
・オリジナルポートフォリオに学習履歴を蓄積することが、生徒の課題
研究の深化や大学の学びに繋がっている。
・「サイエンスイングリッシュ」や「コンケン大学付属高校との交流」等の
実施が生徒のコミュニケーション意欲の向上につながっている。

B

・体育活動、文化活動共に高校時代における部活動
は、今、思い返しても、若いうちにしかできないことの大
きな一つであり、やらずに終わるのでは寂しいものがあ
る。これまで同様、多くの生徒たちの入部と活動を期待
する。
・高校時代を楽しむためには、全力プレーやフェアプ
レー、チームワーク、やさしさ、敬意などの総合的な能
力が必要であり、幸せを感じる感性を磨くことが大切で
ある。現在も、コロナ禍において活動制限があり思うよ
うに活動できない状況であるが、生徒たちには、このよ
うな時だからこそ、小さな幸せや小さな目標の中に、生
きる喜びの源泉があることに気づいて、頑張ってもらい
たい。

3

・卒業生による課題研究メンター制度の導入により、多様
化する生徒の研究テーマに対応していく。
・高大接続研究会との共通理解を得ながら、大学接続を
見据えたポートフォリオの改訂や、指導と評価の一体化を
目指した学習評価を進めていく。
・コンケン大学付属高校との研究交流プログラムを、共同
調査や共同研究等へと発展させていくことを目標として、
今後の交流内容を検討していく。

4

・今後、新型コロナウイルスと“共に生きる”ことを前提
に、私たちの暮らしの形そのものを変えて行く必要があ
り、ICTを活用して他者とつながることが重要となってい
る。インターネットを使ってコンケン大学付属高校と交
流できることはコミュニケーションの向上、違う文化の
体験、情報社会に主体的に対応していく力の習得な
ど、様々な可能性を持っている。今後もICTを利用して
何ができるか模索しながら探究活動につなげて行って
ほしい。

高大接続プログラムを開発し、ポートフォリオやルーブリックの研究を
行う

生徒・教員アンケート実施
ポートフォリオ
ルーブリック

サイエンスイングリッシュや研修旅行を通じて、実践的英語力を育成
する

サイエンスイングリッシュ
連携校との交流

・配信型のオンライン形式では自己の考えや意見を発表
する機会が少なくなってしまうため、双方向型や横断型の
コミュニケーションなどを取り入れた課外や講演会の運営
方法を提供できるようにしていく。
・コロナ禍の中で生徒の体験・活動が減らないように、実施
方法だけでなく、代替案や日程等の確保にも努めていく。
・PTAとの連携を強化し、親からのメッセージの一層の充
実を図っていく。


